
放射線量測定機器の市民の皆様への
貸出は、平成27年３月31日をもって

終了します

【お問い合わせ】 健康福祉局健康安全課（TEL：045－671－2470）

市民の皆様へ

◆ 東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故後、一時的に空間放射線量は上昇しましたが、現在は、

事故が起こる前とほとんど変わらない水準まで低下しています。

◆ 雨どいの下や道路の側溝等、ごく局所的に周辺より高い放射線量が測定される、いわゆるマイクロスポット

は、 平成24年10月を最後に確認されていません。

◆ 市内の空間放射線量については、保土ケ谷区仏向西の市有地に設置している放射線モニタリングポスト

（24時間体制で１時間ごとに測定）の測定結果を本市ホームページで随時公表しています。

平成２３年からの横浜市内における大気中の放射線量
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保土ケ谷区仏向西モニタリングポスト（地上1m）

環境科学研究所モニタリングポスト（地上23m）

　モニタリングポストでの測定値Gy（グレイ）の単位を
　１ナノグレイ毎時〔ｎGy/h〕＝0.001マイクロシーベルト毎時〔μGy/h〕
　で換算しています。
　　　　　　　　Gy＝線量
　　　　　　　　Sv＝線量当量（生物学的影響の大きさ）

  平成23年3月16日6時
  　最大値 ： 0.150μSv/h

平成23年3月22日1時
　第２のピーク ： 0.077μSv/h

平成24年3月29日から
　保土ケ谷区仏向西で測定開始
　　0.050μSｖ/h前後で推移

 平成23年3月11日14時46分
 東日本大震災発生

環境科学研究所での測定値
　0.030μSv/h前後で推移

（平成23年） （平成24年）

放射線モニタリングポスト（保土ケ谷区仏向西）（地上１ｍ）測定結果 URL：http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/saigai/bukkou.html

本市の空間放射線量について


